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災
・
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関
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・
防
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災害想定、防犯対策（想定される災害等）

令和５年７月 津波・高潮避難訓練 無し 津波・高潮発生時の避難誘導・また受け入れ態勢の確認

教育 指定職員

令和５年５月 火災避難訓練 無し 火災発生時の初期消火・避難誘導・連絡対応

令和５年１１月 火災避難訓練 無し 火災発生時の初期消火・避難誘導・連絡対応

災害訓練計画と対応（法定訓練、災害時の対応、緊急連絡体制）・防犯対策

訓 練 予 定 月 訓 練 種 別 立会有無 訓 練 目 的

■会議・委員会計画（法令必須、事業独自）

会議委員会名 参加予定者（人数） 会議委員会名 参加予定者（人数）

虐待防止委員会（３か月） 全員 （法人実施）

事業部会議 全員 ブランディング 指定職員

地域支援 指定職員

介護事故予防委員会 全員 安全衛生 指定職員

身体拘束防止（３か月に１回以上） 全員

コグニサイズ指導者研修

認知症サポーター養成講座

外
部
研
修

■職員外部研修計画（資格取得等も含む）

研修 名称 参加予定者（人数） 研修 名称 参加予定者（人数）

認知症基礎研修 川上朋弘

＜地域支援＞

・介護相談センターしおかぜと協力し、地域の困りごとについて、地域の相談窓口としてワンストップで対応できる窓口を作る。

・緊急時には一時避難所機能を備え、ご利用者だけでなく地域の方の安全が保てる場所となる（災害一時避難場所の指定を目指す）

・地域に馴染む場所となるよう、地域の方々に一般開放する。（鍵を自治会長さんに預ける）

事
業
所

基本指針 優しさをもって元気と安心を届ける

年度テーマ 地域の生活を支える拠点としての知名度を高め、利用者にも職員にも期待をもてるようにする。

基
本
運
営
計
画

■令和５年度運営計画

・地域に根差した通所介護を実施し、心配りのあるサービスの提供と正確な広報活動で事業として継続していけるように満足度を得る。

＜通所介護＞

・体操（スペースワンダー、マシントレーニング、ストレッチ等）と　静養（リラクゼーション）を組み合わせた効率的な機能訓練の提供。

令和５年度事業計画書
事業
所名

しおかぜお台場 作成者 原浩文 作成日 R5.1.30

・自宅での入浴に不安のある方を対象に安心していただける入浴の提供。



毎月のメニュー

屋外歩行（歩ける・段差を気にしないために）継続して⇒下津井内の街歩き（大畠～大室など）

地域の自治会長さんなどにも話を聞く。

３ 月

屋外歩行訓練（味野へ外出・買い物）

１ 月

ハラスメント研修

祇園神社初詣（甘酒ふるまい）

２ 月

生活相談週間・健康講座

１１月

火災避難訓練・クリスマスリース作り

１２月

法令順守研修

年末買い物支援外出・門松づくり

９ 月

身体拘束防止研修

敬老会週間・日帰り旅行（底引き網漁）

１０月

緊急時対応研修

秋の外出（紅葉）・防火講話

研
修
計
画

内部研修計画（教育計画）※テーマを設定し確実に取り組んでください（上段）／施設行事・企画（下段）

月 度 令和５年度内部研修テーマ「　　事業として必要な経験を得る。　　」

４ 月

７ 月

業務継続計画に関する勉強会（災害）

津波高潮避難訓練・防災教室・街歩き

８ 月

虐待防止研修

かき氷・回顧写真展示会

竣工式(4/6)・内覧会（4/9～15）・地域開放開始

５ 月

屋外歩行訓練（渋川藤棚へ外出・買い物）・火災避難訓練

６ 月

業務継続計画に関する勉強会（感染症）

屋外歩行訓練（種松山へ外出・買い物）・ミニ盆栽（寄せ植え）作り


